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財政課

①地方債現在高

　計画目標値は、公債費負担適正化計画に基づき実質公債費比率
を18％以下とするために、投資的経費に係る市債発行額を６億円
以下に設定し積み上げた値である。
　現在、同比率は14.2％(平成20年度決算）となり、上記理由によ
り事業費の抑制を行っていた投資的経費については、事業進捗を
図るための事業費の増額と公共施設のアスベスト除去事業、地区
体育館の建設などの新規事業の着手を計画していることから、計
画目標値を超える額となっている。
　しかしながら、臨時財政対策債の発行額が増加する中において
も、地方債現在高を確実に減少させ、将来負担の軽減を図ること
は、財政運営上においても重要な課題であると認識していること
から、新規事業の着手に当たっては優先順位の厳しい選択と集中
を行い、今後の地方債の発行の縮小に努める。
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